開経偈　唱和

　アメリカの大統領選挙がひとまずブッシュ政権が維持されるという形で終わりましたので、たいへんよかったと思っております。

　それはどういうことかというと、テロリズムという動きは暴力を使って問題を解決しようという勢力でありますから、相手が弱いと思うとどんどん強くなると、そういう性格を持っております。ですから逆に武力で鎮圧しないとテロリズムの問題は解決しないということがテロリズムが持っている性格の本来の内容でありますから、そういう点で、今度ブッシュ政権が仮に負けたとしますと、テロリズムの勢力は自分たちが勝ったという印象を持ってさらにテロリズムの行動を強めただろうということが想像されますから、そういうふうにならなかったということは世界のために非常に幸せだったという見方をしております。

　ただ、今後の問題として何が一番大きい問題かというと、イラクの国民の態度が非常に問題になるという見方をしております。イラクの国民が自分たちの国を愛して、自分たちの国をどうやって立派に建て直すかという情熱がなかったならば問題の解決が非常に遅れる。だから自分たちの国家をよくするには自分たちの努力が要るという考え方を持たずに、どちらが強いかというふうなことを日和見的に眺めながら、強いほうについていって損をしないようにというような態度で動いたとすると問題の解決が非常に長引く。むしろそういう問題のほうが心配なのではなかろうかという見方をしております。

　そういう点では、各国の文化水準がどこまで行っているかというふうなこととも密接に関係していて、今後そういう問題がどう展開していくかというようなことが世界のかなり中心的な問題として残るのではないかという見方をしております。

　それではまた「観音」の巻に入ってまいりますと、きょうは七三ページの「雲巖道の我会也我会也は、道吾の道を我会するといふにあらず」というところからになると思います。

　この「観音」という巻は、前にもお話しましたように、仏教の世界には「妙法蓮華経観世音菩薩普門品」というふうな個所から観世音菩薩というものに対する信仰があるわけでありますが、架空の人格に対してそういう宗教的な信仰を持つということについて、現実を重んじ、理論を重んずる坐禅をする僧侶の人々の間には納得できないという印象があったということがいえると思います。

　そこでそういう系統の仏教僧は観世音菩薩をどう理解するかということでいろいろと苦心をして、ここでもその問題について雲巖禅師と道吾禅師とが問答を交わしていた。その物語の続きの説明ということになります。

　そこで本文のほうを読んでいきますと、

　「雲巖道の我会我会也は、道吾の道を我会するといふにあらず」、雲巖禅師が「ああ、わかった。わかった」といった。ただ、その雲巖禅師が「ああ、わかった。わかった」といった言葉の意味は、道吾禅師のいったことの意味がわかったという意味ではない。

　「用恁　の手眼を道取に道得ならしむるには、我会也我会也なり」、「恁　」というのは、「あれ」というふうな代名詞でありまして、今日でも中国語では使われている言葉でありますが、「あれ」というふうな言葉で言葉では表せないない何かを表すという使い方が仏教の世界にはあるわけであります。特に坐禅を中心にした僧侶の世界にあるわけでありまして、「用恁　の手眼を道取に道得ならしむるには」、ここのところの意味は、言葉では表せないことに使われている手や眼、つまりどういうものに使われているかはっきりわからないような手や眼というものを言葉で表現するならばというのが「用恁　の手眼を道取に道得ならしむるには」。「我会也我会也なり」、だからそういう点で、手や眼というものがどういう役をしているかということについては、言葉では表しきれない内容を持っているけれども、それがわかった、わかったという意味で雲巖禅師が「ああ、わかった、わかった」といったんだ。

　「無端用　這裏なるべし、無端須入　今日なるべし」、「無端」というのは特別に固定的なものがないという状況を示しております。そこで、「無端ニ用ウルコト這裏なるべし」、そういうふうな言葉では表せない働きというものがどこで使われるかというならば、この場所で使われているのであろう。「這裏」の「這」という字は「この」という意味でありまして、「裏」というのは「場所」という意味であります。だから「這裏」というのはこの場所で使われているのであろう。

　そのことはどういうことをいうかというと、われわれの人生というものは常に現在の瞬間にある、現在の瞬間における行ないの中にある。だからわれわれの人生がいまどこにあるかというならば、この井田両国堂さんの二階の講義室にある。そういうふうな端的な、現実的な立場で人生問題を考える哲学が仏教哲学であります。

　そこで、「端ニ用ウルコト這裏なるべし」、そういうものが使われているのはこの場所であろう。「無端ニ須入スルコト今日なるべし」、そこで、理屈抜きにして現在の瞬間に入っていかなければならないのであろう。「須入」というのは「須ラク」と読みまして、何々しなければならないという中国語の文章を意味する場合に使う言葉であります。だから「須入今日」というのは、今日に入っていかなければならない。「今日」というのは現在の瞬間でありますから、理屈抜きにして現在の瞬間に生きなければならないという意味であろう。

　「道吾道の儞作　生会は、いはゆる我会也」、そこで、道吾禅師が「おまえさんはどういうふうに理解するのか」と聞いたけれども、この「おまえさんはどういうふうに理解するのか」という言葉の意味も、「いはゆる我会也」、私もそういう感じがわかっているよという意味だ。

　「たとひ我会也なるを罣礙するにあらざれども、道吾に儞作　生会の道取あり」、そこで、雲巖禅師が「わかった、わかった」ということを邪魔するわけではないけれども、道吾禅師はやはり仏教僧の立場から「おまえさんはどういうふうに理解するのか」という言葉を述べた。

　「すでにこれ我会儞会なり、眼会手会なからんや」、そういう状況というものは、自分もわかった、おまえさんもわかった、眼もわかっているだろうし、手もわかっているであろう。そういう現実の実情の把握というものが仏教哲学の中心的な課題であります。

　ここまで仏教哲学を詰めている思想家というものは非常に少ない。道元禅師はその非常に少ない方の一人でありますから、この『正法眼蔵』という本が非常に難しい本だといわれておりますが、釈尊がお説きになった教えの中にはそういう現実を取り扱う非常に次元の高い哲学的な思想体系があるわけであります。だからそれを道元禅師も一所懸命勉強してご自分の言葉で表現された本がこの『正法眼蔵』ということになるわけであります。

　「現成の会なるか、未現成の会なるか」、その点では、わかったといってみても、具体的に具体化しているものなのか、あるいはまだ具体的に現実のものになっていないような理解なのか。

　「我会也の会を我なりとすとも、儞作　生会に儞あることを功夫ならしむべし」、そこで、自分はわかった、わかったという形で自分の問題は解決しているけれども、「儞作　生カ会スに儞あることを功夫ならしむべし」、おまえはどう理解したんだというふうな言葉で、ほかの人の立場もあるということを考えてみるべきである。

　だから、仏道の世界、あるいは現実の世界、あるいは宇宙の事実というものは自分だけではない。自分とほかの人と両方いる。ところが人間の生き方として一つの代表的な生き方は、自分だけが大事だ。誰がかわいいかといって、自分ぐらいかわいいものはない、ほかの人は、二の次、三の次という考え方の人もいる。そうすると反省深い人は、「いや、それではいけません。自分は無にして、人のために、人のためにと考えなきゃいけません」と、こういう立場もあるわけでありますが、釈尊は両方それは間違いだ。自分と他人との区別がなくなって、現実の世界がどういうもので、宇宙がどういうものかがわかったときには、自分が大切だとか、人が大切だという区別はなくなる、それが釈尊の教えだと、そういうことが根底にあるわけであります。

　そこで、「我会也の会を我なりとすとも」、わかったという人物が自分だとしても、「儞作　生会に儞あることを功夫ならしむべし」、道吾禅師はおまえはどうわかったかということで、ほかがどうわかったかということを気にしているというふうな努力というものも仏道にはある。

　「雲巖道の、徧身是手眼の出現せるは、夜間背手摸枕子を講誦するに、徧身これ手眼なりと道取せると参学する観音のみおほし」、「徧身是手眼」、体全体が手であり、眼であるというふうな言葉が雲巖禅師の言葉として出て来ているけれども、「夜間背手摸枕子を講誦するに」、観世音菩薩を説明するのに、夜枕が外れたときに無意識に手を背中に回して枕を見つける、そういうふうな本能的な働きが観世音菩薩の働きだというふうな説法が行なわれているけれども、「徧身これ手眼なりと道取せると参学する観音のみおほし」、体全体が手であり、眼であるというふうな主張をしているんだというふうにだけ理解する形で観世音菩薩を理解している場合が多い。

　「この観音、たとひ観音なりとも、未道得なる観音なり」、そういう形で観世音菩薩を理解していれば、それはまだ十分に観世音菩薩が表現されていない状況としての観世音菩薩である。

　「雲巖道の徧身是手眼といふは、手眼是身徧といふにあらず。徧はたとひ徧界なりとも、身手眼の正当恁　は、徧の所徧なるべからず」、そこで道元禅師の解説は、「雲巖道の徧身是手眼といふは」、雲巖禅師が体全体が手であり、眼であるといっておられるけれども、その言葉の意味は、「手眼是身徧といふにあらず」、手や眼というものが体全体に行き渡っているという意味ではない。「徧はたとひ徧界なりとも」、「徧」という言葉は、宇宙全体を表す言葉として「徧界」という言葉があって、それと同じような意味ではあるであろうけれども、「身手眼の正当恁　は、徧の所徧なるべからず」、体や眼というものが言葉では表現できない状況の中に置かれている場合には「徧」という言葉も要らなくなるであろう。「徧の所徧なるべからず」というのは、「徧」という言葉を使っているけれども、すべてに行き渡っているというふうな言葉で説明する必要はない。現実そのものが眼の前にある。一切のものが言葉では表現できない何かとしてわれわれの周囲に存在しているという意味だ。だから満ちあふれているという表現も必要がないと、こういうことをいわれているわけであります。

　「身手眼にたとひ徧の功徳ありとも、攙奪行市の手眼にあらざるべし」、そこで、体についている手や眼というものが一切のところに行き渡るというふうな性質を持っているとしても、「攙奪行市の手眼にあらざるべし」、「行市」というのは通りや市場という意味でありまして、通りや市場において何かを盗み取るというふうな手や眼とは違うであろう。だからそういうふうな通りや街で盗みを働く手というものが観世音菩薩の手や眼だというふうなことをいっているわけではない。

　「手眼の功徳は、是と認ずる見取・行取・説取あらざるべし」、そうして、手や眼の働きというものは、これが正しいというふうに理解されるところの見方とか、行ないとか、説明とかは違う。これはどういうことをいっているかというと、現実の世界は言葉を使っていいとか悪いとかいえる世界でないと、こういう主張であります。

　こういう考え方は今日われわれが非常に大きな恩恵を受けている欧米の思想の中には見られないという事情があります。なぜ欧米の思想には見られないかといいますと、欧米の思想というものは脳細胞の働きというものに限定した形で思想というものが発達してきておりますから、仏教のように脳細胞の働きの外に出て人間の実生活の中における哲学を議論している立場と次元が違うわけでありまして、そういう点では、手や眼の働きがいいとか悪いとかいわれる範囲のものでないという主張は欧米の哲学にはあり得ないわけでありますが、仏教では実践的な立場で哲学を考えておりますから、仏道の真実というものはいいとか悪いとかいえる性質のものではないと、こういう主張が行なわれているわけであります。

　「手眼すでに許多といふ、千にあまり、万にあまり、八万四千にあまり、無量無辺にあまる」、手や眼というものは「許多」という形で無数だといわれている。そのことは、千よりも大きい、万よりも大きい、八万四千よりも大きい、無量無辺よりも大きい。それは宇宙全体ということでもあって、われわれの日常生活の行動というものも宇宙全体と同じ大きさのものだという主張が仏教の主張であります。
　ですから今日の世界の情勢というものも、もうかなり一つになり始めている。アメリカ大統領の選挙に関してなぜ世界が心配をするかというならば、全世界のあらゆる国々に影響を与えるだけの内容を持っているという面がありまして、その点では、世界全体がいつのまにか一つになりつつあるというふうな事態を考えることができるわけであります。

　そういう点では、たった一つの真実というものが人間社会に広がるならば、宇宙全体というものが一つの世界になって、その中で通用する正しさだけが本当の正しさだというふうな観点が生まれてくるわけであります。

　今日はそこまで行っておりませんから、アメリカの正しさもあれば、イギリスの正しさもある、ドイツの正しさもあれば、フランスの正しさもある。各国がそれぞれ自分の国の正しさを持っておりますから、それなりの摩擦があるわけでありますが、今日のように人類の文明が発達してきますと、もうそういう区別を必要とする時代が去りつつある。

　航空機が発達してあらゆる国に航空機が出入りする、あるいはインターネットが発達して情報が瞬間的に世界全体に流れるというふうな時代になってきますと、より大きな基準でなければ社会問題、人生問題を解決することができないという状況が生まれてきて、そういう点で、善悪の問題についても、人間の頭の中で考えた善悪だけが基準ではないというふうな考え方が出て来るわけであります。

　じゃ何が正しいのかということについて、現実そのものの中に正しさがある。その現実の正しさを見抜くためには、自分自身の体と心が均衡していなければならないというふうな立場が仏教の立場でありますから、自分の心や体が均衡を保ったときに実感できるものが正しさだという考え方で哲学問題を考えるわけであります。

　ですからそういう内容のものは、千とか、万と、八万四千とか、無量無辺とかいうふうな狭いものではない、もっと大きいものだと、こういう主張であります。

　「ただ徧身是手眼の、かくのごとくあるのみにあらず、度生説法もかくのごとくなるべし、国土放光もかくのごとくなるべし」、単に体全体が手や眼であるという表現が宇宙全体に無限に広がっているというふうなことが実情ではあるけれども、「度生説法もかくのごとくなるべし」、生物を救済する、真実を説明する、そういうことも宇宙全体と同じような大きさを持っている。「国土放光もかくのごとくなるべし」、人間の住んでいる国が優れた文化を持ち、光を放つというふうなことも、単にその国だけの小さな基準ではなしに、宇宙全体の基準に照らして価値があるかないかを判断するというふうな水準のものである。

　「かるがゆゑに、雲巖道は徧身是手眼なるべし、手眼を徧身ならしむるにはあらずと参学すべし」、そこで、雲巖禅師のいわれた言葉というものも、体全体と手や眼とは同じものだ。だから体全体が手や眼のような働きをし、真実のために生きているというふうな状況が実情だ。「手眼を徧身ならしむるにはあらずと参学すべし」、そういう働きが手や眼にあって、その手や眼の働きが体全体に行き渡っているというふうな考え方ではない。体全体が貴重な働きであると、そういう理解の仕方をするべきである。

　「徧身是手眼を使用すといふとも、動容進止せしむといふとも、動著することなかれ」、そこで、われわれが体全体が観世音菩薩の手や眼のようになって、それをわれわれの日常生活の中で使っている場合でも、それらの体全体に行き渡っている働きがわれわれの動作や態度に現れてくる場合でも、「動著することなかれ」、それを見てびっくり驚く必要はない。

　だからそういう点では、人間の生活そのもの、日常生活の動作の中に真実があり、貴重な価値があると、こういう主張をしているわけであります。

　こういう考え方が仏教哲学の基礎にあるわけでありまして、こういう考え方というものはよほど仏教哲学というものを深く読んでいかないと気がつかない面がありがちだという問題はあります。

　今日でも世界の人々が仏教哲学を一所懸命勉強しておりますが、その理解の仕方についてもいろいろな立場があるというふうなところから、道元禅師のような思想に行き着いた状況というものはどの程度あるかということになると、その範囲が非常に広いとはまだ言い切れないのではないか。それほど世界に広がっている仏教もいろいろな考え方があって、そのいろいろな考え方がそれぞれ違うということは、まだ本当の仏道というものが全体的にはつかまれていないというふうな事情も考えざるを得ないのではないかという問題があるわけであります。

　そこで七六ページのところを読んでいきますと、

　「道吾道取す、道　也太煞道、祇道得八九成」、道吾禅師が雲巖禅師の言葉を聞いて、「道ウコトハ煞ダ道ウ」、おまえの表現は、なかなかよくできている。「祇ダ八九成ヲ道イ得タリ」、ただ点数をつけると八十点か九十点だなと、こういう言葉を述べた。

　「いはくの宗旨は、道得は太煞道なり」、その言葉の意味は、言葉の表現としてはたいへんよくできているという意味だ。

　「大煞道といふは、いひあて、いひあらはす、のこれる未道得なしといふなり」、よくいい表しているという言葉は、問題をいい当て、問題をいい表す点では、まだ言い尽くしていない面がないということを意味している。

　「いますでに未道得の、つひに道不得なるべきのこりあらざるを、道取するときは、祇道得八九成なり」、道元禅師が解説されまして、「いますでに未道得の、つひに道不得なるべきのこりあらざるを」、まだいい当てていないというふうなことがもう何も残っていないというふうな場合でも、それを表現するときには、「祇道得八九成なり」、言葉で説明した場合には、どんなに説明が完全であっても八〇％、九〇％の点をもらうんだ。

　それはどういうことかというと、言葉というもの、論理というものには限界があるという主張であります。だから現実の哲学である仏教を言葉で表現した場合には、完全に表現しても八〇％、九〇％の表現でしかないと、こういうことをいっておられるわけであります。

　「いふ意旨の参学は、たとひ十成なりとも、道未尽なる力量にてあらば、参究にあらず」、ここで述べている言葉の意味は、いっていることが一〇〇％完全であっても、「道未尽なる力量にてあらば、参究にあらず」、言葉の説明というものを完全にいい尽くすだけの力を持っていなければ、本当の意味で仏教を勉強したことにはならない。だから言葉の表現では八九成しかいえないんだけれども、それ以上のものを感得するだけの力量が必要だという主張であります。

　「道得は八九成なりとも、道取すべきを、八九成に道取すると、十成に道取するとなるべし」、そこで、言葉でいっていることは八〇％、九〇％のできではあっても、「道取すべきを、八九成に道取すると、十成に道取するとなるべし」、言葉で表現する場合に八〇％、九〇％の表現をする場合と、完全にすべてのものを言い尽くす場合と、両方あるということがいえるであろう。

　「当恁　の時節に、百千万の道得に道取すべきを、力量の妙なるがゆゑに、些子の力量を挙して、わづかに八九成に道得するなり」、「時節」の「時」という字は時間でありまして、「節」という字は短い範囲のものを指すわけでありますから、道元禅師は「時節」という言葉で、今日の言葉でいうと瞬間を表しておられたというふうに理解することができます。「当恁　の時節」、そのような形で現実の中に生きている現在の瞬間においては、「百千万の道得に道取すべきを」、百千万という無数の表現というものはあるであろうけれども、「力量の妙なるがゆゑに」、その力が非常に優れているところから、「些子の力量を挙して、わづかに八九成に道得するなり」、ほんのわずかの力を使って言葉としては八〇点、九〇点の表現をしているのである。この場合、八〇点、九〇点の表現が、言葉の世界ではそれ以上のものは不可能だという意味を持っているわけであります。

　「たとへば尽十方界を、百千万力に拈来するあらんも、拈来せざるにはすぐるべし」、そこで、あらゆる方角に広がっている世界、宇宙全体というものを、「百千万力に拈来するあらんも」、非常に大きな力を使って自分の手元に引き寄せるというふうなことがある場合でも、「拈来せざるにはすぐるべし」、一所懸命手元に引き寄せ、何とかして完全に言葉で説明しようというふうな努力をすることはしないよりは優れているであろう。

　「しかあるを一力に拈来せんは、よのつねの力量なるべからず」、「一力」というのは一つという意味とすべてという意味とが含まれているわけであります。ただこういう場合に、「一力に拈来せんは、よのつねの力量なるべからず」、宇宙全体を自分の手元に引き寄せて、それがどういうものかということを説明できるようになった状況というものは一般の社会生活における力量ではないであろう。「よのつねの力量なるべからず」というのは、今日の言葉でいうならば、普通の人間社会における力量とは違うであろう。

　したがってこういう点では、仏道の世界では、人間社会の価値観と、人間社会から離れた立場での価値観と、価値観に違いがあるということを認めているということになります。

　「いま八九成のこころかくのごとし」、ここで八〇点、九〇点という点をつけているのは、どんなに立派に説明しても言葉で説明した場合には八〇点、九〇点である。ただ仏道の世界では、現実の立場から一〇〇％の表現を志していると、こういう趣旨であります。

　「しかあるを、仏祖の祇道得八九成の道をききては、道得十成なるべきに、道得いたらずして、八九成といふと会取す」、ところが一般にどういう理解が行なわれているかというと、「仏祖の祇道得八九成の道をききては」、真実を得た人が「八〇点、九〇点の表現ができた」という言葉を聞いて、「道得十成なるべきに」、いっていることが完全であれば一〇〇％のはずであるけれども、「道得いたらずして」、言葉の説明が足りないところから八〇点、九〇点だと評価されたというふうに理解している。

　道元禅師は言葉でいった場合にはどんなに立派に表現しても八〇点、九〇点だと。ただ一般の理解としては、八〇点、九〇点といわれたことは、まだ表現が完全でないという意味に理解している。

　「仏法もしかくのごとくならば、今日にいたるべからず」、釈尊の教えの中に理性的な世界と実践的な世界と二つの違いがあって、言葉による世界と実践の世界との間にはどうしてもこえられない違いがあるということを釈尊がお説きになった。それが釈尊の教えの一つの中心でありますが、もしそういう理解の仕方がないならば、そのようなつまらない哲学は今日まで伝わってこなかったであろう。それが「仏法もしかくのごとくならば、今日にいたるべからず」。

　「いはゆるの八九成は、百千といはんがごとし、許多といはんがごとく参学すべきなり」、したがって、八〇％、九〇％という言葉は、百、千というふうにいってもいいし、「許多」という言葉で無限だといってもいいというふうに勉強すべきである。

　「すでに八九成と道取す、はかりしりぬ、八九にかぎるべからずといふなり」、その点では、八〇点、九〇点という言葉を使っているけれども、それを理解するならば、八や九に限る必要はないという趣旨をいっておられるのであろう。

　「仏祖の道話、かくのごとく参学するなり」、真実を得た方々の主張というものはこのように勉強すべきものである。

　「雲巖道の、某甲祇如是、師兄作　生は、道吾のいふ道得八九成の道を道取せしむるがゆゑに、祇如是と道取するなり」、雲巖禅師が「自分は結局この程度です。あなたならどういうふうにいわれますか」という言葉を述べたけれども、「道吾のいふ道得八九成の道を道取せしむるがゆゑに」、道吾禅師が言葉の表現としては八〇点、九〇点だという言葉を述べたところから、「祇如是と道取するなり」、雲巖禅師は「この程度でございます」といった。ただ、「この程度でございます」という「如是」という言葉は、「是ノ如シ」という言葉であって、現実を指しているわけであります。だから自分のいえる範囲はこの程度ですというのは、自分のいえる範囲は現実そのものですと、そういう意味で「祇如是」という表現が行なわれている。

　「これ不留朕跡なりといへども、すなはち臂長衫袖短なり」、その状況というものは、「朕跡ヲ留メズ」、ほんのわずかの残りものというふうなものはない。現実そのものが主張されている。現実以外に余分なものはないというふうな状況であるけれども、それと同時に、われわれの日常生活を見るならば、腕は長く着物の袖は短い。「臂ハ長ク衫袖ハ短シなり」、「臂」というのは腕であります。それから「衫袖」というのは僧侶の着る着物の袖であります。腕は長いんだけれども自分の着ている着物の袖は短い。そういうふうな現実の実情そのものが「如是」という言葉で表現されているんだ。だから「如是」という言葉によっていい残すようなものは何もないけれども、さらにわれわれの日常生活を振り返ってみるならば、腕は長く着物の袖は短いというのが実情である。

　「わが適来の道を、道未尽ながらさしおくを、某甲祇如是といふにはあらず」、雲巖禅師が「自分はこの程度でございます」といった言葉は、自分はまだ十分に言い尽くしてはいないけれども、とりあえずこの程度ですという言葉で「某甲祇如是」といったわけではない。

　つまり、雲巖禅師は雲巖禅師なりに「自分はこの程度しかいうことができません」という心の裏には、これ以上のものがどういえるんだというふうな雲巖禅師自身の心意気も含まれていると、そういう理解を道元禅師がしておられるわけであります。

　そうして七九ページのところにいきますと、

　「道吾いはく、通身是手眼」、道吾禅師が体全体が手であり、眼であるということをいわれた。

　「いはゆる道は、手眼たがひに手眼として通身なりといふにあらず」、そこでこの言葉の意味は、手や眼というものが手や眼として体全体に行き渡っているという意味ではない。

　「手眼の通身を、通身是手眼といふなり」、手や眼と体全体とが一つになっている状態を「通身是手眼」といわれたのである。

　「しかあれば、身はこれ手眼なりといふにはあらず」、だから体というものが手や眼だといっているわけではない。

　「用許多手眼は、用手用眼の許多なるには、手眼かならず通身是手眼なるなり」、無数といってもいいような手や眼を使うということは、手を使い、眼を使うことの無限であるという実情の中では、「手眼かならず通身是手眼なるなり」、手や眼というものが体全体と同じような状況になってその働きをしているということを意味する。だから手や眼と体とを別々に分けて、手や眼が体になっているという考え方ではなしに、体全体が働きであるというふうな実情を意味しているわけであります。

　「用許多身心作　と問取せんには、通身是作　なる道得もあるべし」、したがって、無数の体や心を使って何をしておられるのかというふうな質問をした場合には、体全体が何かをやっている、あるいは体全体が何かであるというふうな表現もあるであろう。

　だからこのことは、われわれの人生の生き方として、体全体が一つにまとまって、日常生活が緊張し過ぎてもいない、たるんでもいない状況の中でせっせと行なわれていくことを意味するわけであります。そういう世界が仏道の世界ということになるわけであります。

　「いはんや雲巖の徧と、道吾の通と、道得尽、道未尽にはあらざるなり」、だから雲巖禅師の「徧」という字のほうがまだ不十分で、道吾禅師の「通」という字のほうが言い尽くしているというふうな区別ではない。

　「雲巖の徧と、道吾の通と、比量の論にあらずといへども、おのおの許多手眼は恁麼の道取あるべし」、雲巖禅師の「徧」という表現と道吾禅師の「通」という表現がどちらが優れているというふうな議論を必要とするわけではないけれども、「おのおの許多手眼は恁麼の道取あるべし」、それぞれ無限の手や無限の眼というふうな実情を考えた場合に、雲巖禅師は雲巖禅師の表現があり、道吾禅師は道吾禅師としての表現があったということを意味するであろう。

　「しかあれば釈迦老子の道取する観音は、わづかに千手眼なり、十二面なり、三十三身、八万四千なり」、そうしてみると釈尊がいわれた観世音菩薩は、わずかに千の手、千の眼を持っているとか、十二の顔を持っているとか、三十三種類のさまざまの体のあり方を持っているとか、八万四千であるとかいうふうな表現が行なわれている。

　「雲巖・道吾の観音は、許多手眼なり」、それに対して雲巖禅師、道吾禅師の観世音菩薩に対する表現は無限の手、無限の眼である。

　「しかあれども多少の道にはあらず」、ただここで、雲巖禅師や道吾禅師の観世音菩薩が無限の手だ、無限の眼だと、それは、十二とか、三十三とか、八万四千とかいう数よりは多いというふうな数の多い少ないの問題ではない。それが「しかあれども多少の道にはあらず」、多いとか少ないとかいう言葉の違いではない。

　「雲巖・道吾の許多手眼の観音を参学するとき、一切諸仏は、観音の三昧を成八九成するなり」、雲巖禅師、道吾禅師の無数の手や眼の観音というものを体験的に勉強した場合には、「一切諸仏は、観音の三昧を成八九成するなり」、すべての真実を得た方々は観世音菩薩が持っておられた均衡した状態を八〇％、九〇％実現しておられるのである。この最後の言葉は、真実を得たすべての方々といえども、その達した境地について一〇〇％完全かというふうなことはいい切れないということをいっておられるわけであります。

　道元禅師は、『正法眼蔵』の一番最後のところでこういう形で非常に慰めに似たような表現をされるということがあるわけでありまして、その点では、真剣に一〇〇％を求めているという態度よりも、人間生活の中では八〇％、九〇％のできというふうな形で日常生活を送ることができるならば、真実を得た人と評価しても差し支えないというふうな意味が含まれているわけであります。

　「正法眼蔵観音」

　「爾時、仁治三年壬寅四月二十六日示衆」、この「観音」の巻の説かれたときが、一二四二年の旧暦の四月二十六日で、たくさんの人々に説いた。

　そうしてその後に少し短い文章がつけ加わっておりますので、それを読んでおこうかと思います。

　「いま仏法西来よりこのかた、仏祖おほく観音を道取すといへども、雲巖・道吾におよばざるゆゑに、ひとりこの観音を道取す」、釈尊の教えが西のほうのインドから中国に伝わってきて以来、「仏祖おほく観音を道取すといへども」、真実を得た方々が観世音菩薩のことを説明するけれども、「雲巖・道吾におよばざるゆゑに」、雲巖禅師、道吾禅師が述べておられる説明以上のものはないから、「ひとりこの観音を道取す」、雲巖禅師、道吾禅師が説いておられる観世音菩薩のことを述べた。

　「永嘉真覚大師に、不見一法名如来、方得名為　観自在の道あり」、永嘉真覚大師という方は大鑑慧能禅師と同じ時代に出られた方でありますが、『証道歌』という本を書かれております。『証道歌』の中に、「一法ヲ見ザレバ如来ト名ク、方ニ名ケテ観自在ト為スコトヲ得」、このことも、坐禅の修行を中心にして自律神経がバランスしてくると、理屈だけで問題を考えるというふうな立場も消えるし、感覚的に眼で見た、耳で聞いたという物だけが大切だという立場も消えていく。そういう心の働きと体の働きとのちょうど中間にあるものが真実だと、こういう主張がありますから、永嘉真覚大師の言葉も、「一法ヲ見ザレバ如来ト名ク」、つまり、頭で問題を考えたり、感覚的なものに魅かれたりということがなくなると、という意味であります。そういう場合には、それを「如来」と呼ぶことができる。その如来はまた「観世音菩薩」と呼ぶこともできると、こういう表現が永嘉大師の『証道歌』という詩の中にあるわけであります。

　「如来と観音と、即現此身なりといへども、佗身にはあらざる証明なり」、そこで、如来と観世音菩薩とそれぞれその体を現しておられるけれども、如来と観音と別の体ではないということが説かれている。

　「麻谷・臨済に、正手眼の相見あり、許多の一一なり」、麻谷禅師にも臨済禅師にも正しい手や眼というものに出会うというふうな例があり、非常にたくさんの例の一つ一つである。

　「雲門に、見色明心、聞声悟道の観音あり」、また雲門禅師は、ものを見て心の様子というものがわかり、音を聞くことによって真実がわかるという観音に対する説明もある。

　「いづれの声色か、見聞の観世音菩薩にあらざらん」、したがってわれわれが日常生活の中で聞くすべての音も、すべてのものの姿も観世音菩薩でないものはない。だから朝鳥が鳴いていると。それも真実を語っている。街中で夜遅く酔っぱらいが寝転んでいる。これも真実を語っていると、そういう主張であります。

　「百丈に入理の門あり。楞厳会に円通観音あり」、百丈禅師は仏教の理論に入るための入口だといわれている。また『楞厳経』を説いた教団においては円通観音という表現が行なわれている。

　「法華会に普門示現観音あり」、『法華経』の説かれた教団ではあらゆる場所において観世音菩薩が現れるという表現がある。

　「みな与仏同参なり、与山河大地同参なりといへども、なほこれ許多手眼の一二なるべし」、こういうふうな例を考えてみると、いずれも真実を得た方と同じ境地を示している。そうしてまた山や川や大地と同じ境地を示している。

　しかしそれと同時に、「なほこれ許多手眼の一二なるべし」、手の働き、眼の働きというものは宇宙全体に無数にある。そういう無数にある手の働き、眼の働きの一つ、二つの例であろうと、こういう表現がつけ加えられているわけであります。

　それでは、いつもと同じような時間になりましたので、ここで話のほうをとめまして、またご質問を受けるということにしたいと思います。何かありましたらどうぞ。

　問　　最後のところなんですけど、ここは先生の現代語訳のところとちょっと違うような解説をされたわけです。最後の「正法眼蔵観音」の終わりから四行目、「雲巖・道吾の観音は、許多手眼なり。しかあれども多少の道にはあらず。雲巖・道吾の許多手眼の観音を参学するとき、一切諸仏は、観音の三昧を成八九成するなり」、これは先生が先ほど、「成八九成」というのは、言葉でいうことのできる一〇〇％だということを前のところでいわれていますよね。ただ、最終的に先生はここでは、この「八九成」というのは、人間はなかなか一〇〇％ではないけれども、それに対する慰めなんだというふうなおっしゃい方をされましたけれども……。

　答　　うん。それと同時にね、一〇〇％というのは理論の世界しかない、脳細胞の働きの世界にしかない。想像ではあり得るけれども、人間の世界に一〇〇％の完全さはない、現実の世界に一〇〇％の完全さはない。この教えは大事です。各人が一〇〇％になろうと思って死に物狂いで夜も寝ないで頑張ってみたところで、人間は一〇〇％に到達するはずがない。現実の世界そのものに一〇〇％はない。

　問　　そうしますと、以前の先生の現代語訳のところでは、真理体得者はすべて観世音菩薩と同じ境涯を満足のいく程度まで達成するのであると、要するに「満足のいく程度」というふうに肯定的に扱われておりますけれども、ここのところでは、いまは、人間は頭で考えれば一〇〇％は可能だけれども、現実には、せいぜいやったところで「八九成」なんだというふうに取るんですか。

　答　　というよりもね、できる限りのことをやるんだというところに人間の真実があるわけ。人間が人間の限界をこえてやれることはできないんです。だから一所懸命にやればよろしいと、こういうことでもあります。一番最後のところは、道元禅師の趣旨はそれなんです。

　問　　それでは、一切の仏と呼ばれる方々は観世音菩薩の持つあれを……。

　答　　そう。だからここで、同じ境涯の満足のいく程度まで達成するのであるというのは、満足のいく程度までというところには、人間は完全なものにはなれないけれども、各人が行き着くところまで行けば、それが一〇〇％なんだという主張をされているということになります。

　問　　各人の精一杯をすれば、それが満足いくということですね。

　答　　そうです。

　問　　絶対悪もないし、絶対善もないし、そういうことですよね。

　答　　そう、そういうこと。

　問　　絶対汚いものはないし、絶対きれいなものもないしということですよね。

　答　　そう。だから結局は自律神経のバランスした状態にはそれがある。どちらかに偏れば、美し過ぎるものが出たり、醜過ぎるものが出たりするわけだけれども、自分の実情が中間にあるならば、特にきれいなものも特に汚いものもない、それが真実の世界だと、そういう主張なんです。

　問　　そうすると、ある一人の人のことを特別に考えるというのはやっぱり変なわけですね。変というか、偏っていると……。

　答　　そうそう。だから正直いうと、道元禅師は坐禅さえしておればそれで終わりと。沢木老師もよくいっておられた。「お袈裟を着て坐禅すれば、それでしまい」と、こういうことをよくいっておられたけれども、結局はそういうことなんです。

　ただ、そういう考え方というのは、われわれは欧米の思想の洗礼を受けているから、「いやあ、そんな単純なことじゃ人間は収まらない。考えて、考えて、考え抜いて、これ以上の考えはないというところまでいかないと本当のものはわからないんだ」と思っているけれども、釈尊も、龍樹尊者も、道元禅師も考えて、考えて、考え抜いた。考えた最終に感じたことは何かというと、考えること自体はあまり頼りにならないと、そういうことに気づかれたという面も仏教哲学にはあります。

　だからわれわれがばかのようになぜ坐禅をやるかといえば、真実というものは坐禅の中にあるから。坐禅をやらずに机の前で一所懸命考えて、考えて、考え抜いてみても、真実のものに到達するということはないということを釈尊は気がついた。

　だから、これはまあ余談になるけれども、ゲーテという人が『ファウスト』という詩の劇を書いているけれども、その中で、そのファウストという学者がそれまで一所懸命勉強した。哲学も、法律も、あらゆるものを勉強した。ただ、どうしてもわからなかった。そのときに、ちょうど春で、戸外から女性の若い人たちの歌声が聴こえてきた。そこで、それに魅かれてヨロヨロッと自分の書斎から出て行くというのが劇の出発点です。

　この劇が何を表現しているかというと、理性の世界で、とてつもない、もうこれ以上の努力はないというほど努力をした。しかし、ついにわからなくて、ちょうど春で女性の歌声が聴こえたので、そのときうかうかっと外へ出て行ったというところが『ファウスト』という劇の始まりです。だから人生というものを勉強する上においては、そういうものを勉強しないと本当の人生はわからない、という面があります。

　そういうことをいうと、自己弁護になるからなんだけれども、人間というものはそう完全なものではない。ただ、「完全になろう」「一所懸命にやろう」という心がけが必要。そういうところに人間に対する救いがある。「もうどうせだめだから、一杯飲んで寝ちまえ」という考え方の中に人間に対する救いはない、ということがいえるんじゃないかと思います。

　私がいうと偉そうに聞こえるから、どうもぐあいが悪いんだけれども。釈尊がいっておられるのはそういうこと。「行ない」によって救われるということです。「真剣な努力」によって救われるということです。結果がどうであろうと、そんなことは関心を持たなくてもいい、一所懸命やるだけが人生だというふうな主張も仏教には含まれているわけです。

　問　　いまの話なんですけど、先生はよく「好きなことを一所懸命なさい」といわれますよね。ただ、それの考えでいくと、たとえ嫌なことでも一所懸命やる必要はあるんじゃないでしょうか。どうなんでしょうか、そこは。

　答　　うん。だからそういう点では、一所懸命やるということは一切のものについて必要です。

　問　　「通身是手眼」というのは、もっと詰めていえば「如是」ということなんでしょうか。

　答　　というよりも、人間が一所懸命働いているときが一番尊いということ。一所懸命真面目にやっているときぐらい尊い状況はないという主張なんです。

　問　　わかりました。

　問　　最後のお話の中で、坐禅をしていればそれでおしまいなんだというお話がありましたね。いまの質問の回答の中で、頭の中で考えていることは真実にはならなくて、坐禅をしていることが真実だということは、まさにそのとおりで、私もそのとおりのことを考えているんですが。

　その一方で、以前のご提唱の中で、その真実に至る段階が、十地とか、五十二とか、ステップというか、階段があるというご説明もありまして、その階段の一番上が妙覚で、二番目が等覚でといった順番があると。その順番というのは、坐禅をしていればその順番はなくなっちゃうということですか。段階はないということですか。

　答　　そのとおり。菩薩乗の説明では段階を考えているんです。だけども、現実の仏道修行というものは、そういう段階のあるものではなしに、坐ったときが仏なんです。だからそういう点では、行動の世界に入ることによって人間が真実そのものになると、そういう哲学です。

　だから「即身成仏」というのはそのことなんです。現在の瞬間において行ないの世界に入れば仏になっていると、そういう瞬間的な哲学でもある。仏教の教えは行ないの哲学だから、瞬間というものを基礎にした哲学というものが不可欠で、その考え方が今日の仏教思想の中には非常に少ないから、仏教思想が本当の究極のところに行き着かないという心配があります。

　瞬間に関する考え方は、行ないの世界のときに初めて出て来る。何かを実行するという場合には、現在の瞬間の動きでしかないという実情がありますから、そういう意味で仏教哲学が行ないを中心にした哲学であり、現在の瞬間を中心にした哲学だということがいえると思います。

　問　　その一方で、現実の世界というか、普通の日常生活の中で、たとえば石橋を叩いて渡るというか、よくよく考えて発言をしたり、あるいはよくよく考えて行動しなければいけないということを、上司とか、周りの方々からいわれる場面も非常にあるんですけれども、そのよくよく考えるということと、行動するというか、実践の哲学との関係というのはどういうものなんでしょうか。

　答　　そこでね、たとえば直観に従って判断するということは、欧米の世界では非常に嫌うんです。熟慮して、もう考えに考えて、これ以上の思想はないというところに行き着いたところで行動すべきだという思想があります。

　ただ、これはまあ卑近な例になって申しわけないんだけれども、北極探検隊の最初の隊の隊長を務めた西堀栄三郎という人がいる。あの人がこういう言葉をいっている。「石橋は叩いたら渡れない」と。私はこの言葉は、現実問題としては本当かもしれないと。つまり西堀栄三郎といえども、どういうことがあって、どういう形の結果が出て、絶対に心配はないという確信はなかったと思う。ただ、もうできるだけの準備をした、とにかくやってみようという気持ちと、「石橋は叩いたら渡れない」ということとは同じ情景を描写していると思います。人生というのはそういうものだと思う。やってみなけりゃわからんということ。

　欧米の思想は、これを非常に嫌うんです。そういう不謹慎なことじゃだめだ、考えて考えて考え抜いて、もう一〇〇％大丈夫になってから行動しろという教えがありますけれども、それをやっていたら行動の機会がないというのが人生の実情だと思います。人間の思考はそれほど完全じゃないから、もう一〇〇％大丈夫というところに行き着くことは不可能だと思います。

　そういう状況があって、「だからとにかくやってみなきゃわからない」というふうな考え方が人生の中にはあるのではないかという問題があるように思います。

　問　　はい。

　問　　先週、先生のお話の中にたまたまチャールズ・ダーウィンの『種の起源』というお話があったんですけれども、たまたまきのうの夜、民放のテレビでチャールズ・ダーウィンの生い立ちから『種の起源』を書くまでのドラマを二時間ほどやったんですね。

　いまの先生のお話ですと、やはり一つには考えて考えてああいった学説をつくるのではなくて、ダーウィンの場合は、世界一周という機会がありまして、世界全体を回っていて、各地で珍しいものを、特に昆虫採集、それから植物採集ということで、子供の頃からやっておりまして、世界一周する間にいろいろな昆虫類を集めて、自分で分析していって、最終的に気がついたことは、人間というもの、要するに生命体というものは一つのところから始まっていって、ちょうど木の枝が分かれるように幹から枝が出て、さらにその枝から別の枝が出ていく。どんどん、どんどん時間の経過とともに形が変わっていく。それも環境に応じて変わっていく。そういうことに気がついて、たぶん人間といえども元は単細胞から発して人間にたどり着いたという説を出したわけですね。

　そういった点では、やはり彼は単に頭の中で考えたのではなくて、自分自身はそういった採集という経験を通じていって、たぶんそれに気がついたというふうに解釈しているんですが、そういうことでよろしいんでしょうか。

　答　　ただ、ダーウィンの場合は科学の世界においてそういう努力をしたということだから。その点では、科学の世界ではまさにそのとおりだけれども、われわれの個人の生活の中でも、実際にやってみないと本当のことがわからないというのが事実だと思います。

　だから「試行錯誤」という言葉がありますけれども、実際にやってみて、どこが間違ったかということを反省して、さらにもう一度やってみるというふうな生き方が人生の実情じゃないかという気がします。

　だから理論的に完全なものをつくって、それからやろうとしたんでは、いつまで経っても実行の時期が来ないと、そういう問題があると思います。

　問　　わかりました。

　答　　『正法眼蔵』に関連していえば、道元禅師が、仏道のことが全部わかってから説法しようとしたら、いつまで経っても説法はできないと、そういうことをいっておられる。だから私が説法を始めたのは、その言葉に勢いづけられたということはあります。

　だから道元禅師といえども、わかった範囲のことをどんどん人に対してしゃべるということをいっておられます。

　それでは、時間が近づいたようですから、普回向を唱えて終わりにしたいと思います。

普回向　唱和
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